
120109その他の教育研究業における死傷災害100事例（-2017年）

No 年 月
発生

時
死傷災害事例

年

齢

事

故

の

型

起因物

（小）

労働

者規

模

1 2017 12 14~15

養豚外周フェンスのカズラ撤去作業中に、フェンス上部に登っ

てノコギリで枝の切り落としをしていたとき、持っていた枝が

不意に折れたためバランスを崩し、有刺鉄線を越えてフェンス

外側傾斜地に落下し、腰を強打した。

62 1 419
10～

29

2 2017 12 15~16

幼稚園バスの降園業務で添乗していた被災者が、バスから降り

た園児の忘れ物（水筒）に気づき、急いでその園児宅に届けよ

うとして、水筒を持ってバスを降り、バスの前を通って向こう

へ渡ろうとしたとき、後方から来た軽四自動車にはねられた。

21 17 231
10～

29

3 2017 12 21~22

勤務終了後、スタッフ駐車場に向かう途中、会員駐車場とス

タッフ駐車場にある段差のフロア台を傘で確認してから降りよ

うとしたところ、フロア台を踏み外して落下した。

69 1 417 1～9

4 2017 12 20~21

業務上1日2～3本レッスンを実施し、1本45分間のどを使用し

ていた。 声を継続して出している為、負担がかかってしまっ

た。

25 90 921
30～

49

5 2017 12 10~11

校舎玄関前スクールバス停車スペースにおいて、スタッドレス

タイヤ装着のためタイヤを運搬中、軽トラックからスタッドレ

スタイヤを降ろす作業中にタイヤの重さからバランスを崩し、

軽トラックの荷台から落下し負傷したものである。

67 1 221

100

～

299

6 2017 12 10~11

作業現場に於いて作業中、通路に木の板を敷き、その上を一輪

車に排土を積み通行していたが、排土の水気が多く通路にこぼ

れたため、足を滑らせ溝の中に転落してしまい、右腰臀部を打
73 2 417

10～

29



ちつけ負傷したものである。

7 2017 11
13～

14

体育館入口の清掃を児童と行っていた際に、砂を集めた塵取り

を持って三段下の土の上に捨てるため、階段を下りていたとこ

ろ、1年生の女子児童が後ろ手に持っていたほうきの柄に右足

は跨げたが、左足が引っ掛かり転倒した。 そのまま階段を三

段転げ落ち、左足を骨折した。

59 1 413
30～

49

8 2017 11
10～

11

当センターの情報・管理棟において、休暇手続きの確認・申請

に人事係へ伺う際、2階から1階へ下りる階段の踊り場で転倒

した。 転倒時に左膝を強打したものである。 当時、階段は清

掃直後のため、床が濡れておりそのため足を滑らせて転倒し

た。 翌日、医療機関を受診したところ、左膝の膝蓋骨が2つに

割れていることが判明した。

37 2 417

100

～

299

9 2017 11
16～

17

当社療育教室内事務室の洗い場で作業中、当社施設利用者（障

がい児）が入室禁止の事務室に入りパソコンを触っていたので

退出をするよう口頭で注意したが従わなかったため、児童の手

を引き退出を促した際、下腹部を強く蹴られ、負傷した。

29 90 911
10～

29

10 2017 11
10～

11

商品開発センター内1階作業場にて清涼飲料水の入った重量物

の開梱・荷卸し作業中、狭い場所での作業だったため、近くで

作業していた人とぶつかりそうになり、咄嗟に避けようとして

バランスを崩し約10㎏の清涼飲料水の入った段ボールを持っ

たまま腰を捻ってしまい、腰を痛めた。

34 19 611

100

～

299

11 2017 11
11～

12

校舎3階の算数少人数の教室で、教室後方の掲示板に反比例の

グラフ（約縦80㎝、横60㎝）を、児童用ロッカーに乗って

張ったが、降りる際に、踏み台にしていた児童用机から足を踏

み外し、ロッカーから約1m下に転落した。 床に右手をついて

落下した際に右手首を骨折した。

60 1 391
10～

29

21～

7号館体育館において、課外活動（部活動、体育会排球部副顧

問）中に学生への指導を行っていた。 指導の中でデモンスト
300



12 2017 11
22 レーションを行い動きの指導をしていたところ、体を反転させ

た際、右足アキレス腱を断裂した。

35 19 921 ～

499

13 2017 11
13～

14

社内製造エリアの打錠室にて、粉砕機で錠剤の粉砕を行ってい

たところ、蓋をしないでスイッチを入れてしまい、錠剤が飛び

出したので慌てて左手で押さえようとして粉砕機の刃に親指が

当たって受傷した。

38 2 416
30～

49

14 2017 11
14～

15

園児宅付近において、園児送迎バス添乗業務中、路上が凍結し

ていたため、足を滑らせ転倒し右手首を路面につき右手首を骨

折した。

44 2 719
10～

29

15 2017 11
20～

21

ダンスレッスンの指導で、腰を捻ったり屈伸を伴う動きの入っ

たダンスを指導していた時、腰に激痛を感じたものの、当日は

そのまま帰宅した。 翌日は休日だったため安静にしていると

良くなると思ったが痛みが治まらなかった。

30 19 921
10～

29

16 2017 10
10～

11

校内の剪定作業中に振り向いたとき、木の枝に右肩付近を激し

く打ち付けてしまい、打撲状態になった。 その時は痛みだけ

で2週間程度我慢していたが、その後腕が上がらなくなり、病

院で診察を受けた結果、3～4週間の安静が必要と診断され

た。

63 3 712
50～

99

17 2017 10
10～

11

校内給食室で、ゆでキャベツを調理するため、キャベツを裁断

機で裁断していた。 裁断中に、キャベツがつまり、調整しよ

うと左手を入れたところ、左示指を裁断機の歯で切った。

31 8 165
30～

49

18 2017 10
9～

10

調理室で調理中にキャベツを切ろうとし、投入口にコンベア、

出口に回転カッターが付いたフードカッターにキャベツを入れ

ようとしたが、コンベア内になかなか入らず、電源が入ったま

ま、右手で強く押しこんだ。 その結果、キャベツと共に勢い

余って右手をコンベアの中に入れてしまい、動いていた回転

カッターによって中指の先を切断した。

30 8 165
30～

49



19 2017 10
10～

11

授業中に廊下に出て別の児童Bの所へ行こうとした児童Aを、

行かないように児童Aの前に立って制止しようとしたが、それ

を振り切って走ろうと体当たりしてきた児童Aとぶつかり、転

倒して臀部を床に強打して骨折したもの。

52 6 921 1～9

20 2017 10
10～

11

就業場所において、ポットから沸騰させたお湯を注ごうとした

ところ、ポットが破損しており両手にかかってしまった。 お

湯がかかった直後に冷やしたものの痛みが引かず、両手を熱傷

した。

30 11 391

100

～

299

21 2017 10
21～

22

トンネルでの水槽清掃作業時に、水槽を囲う扉が支柱ごと外れ

て倒れ、避けようとしたところ近くに置いてあった2脚のソ

ファーの隙間に転倒した。 その際、右手がソファーの上に乗

り、扉がその上に倒れてきたため、右手が扉の下敷きになっ

た。

20 2 418
30～

49

22 2017 10 8～9

校舎外周の清掃作業を終え、収集したゴミを捨てるために正門

から校舎敷地内に入り、ゴミ捨て場に向かった。 創立100周年

モニュメントの前でつまずき、前屈みに転倒し、転倒の際、左

手を突き負傷した。

63 2 417

100

～

299

23 2017 10
10～

11

お誕生日会の出し物をしている最中、急激に疾走した際、右足

ふくらはぎに何かに打たれたような強い痛みが生じた。 受診

の結果、肉離れを起こしていたと分かった。

50 19 921
10～

29

24 2017 10
11～

12

体育館で園児と鼓笛の練習中、後向きに後退した際、足が引っ

掛かり転倒した時に、右手首を痛めた。
47 2 921

10～

29

25 2017 9
11～

12

運動会において、卒園児の徒競走プログラムに参加、その際、

コース上の最初のカーブ付近で右足甲あたりに激痛が走り、歩

行困難となった。

62 19 911
10～

29

26 2017 9
14～

15

地表から深さ2m、400㎡掘り下げた発掘調査現場で土砂搬出

用ベルトコンベアを作業員10名で持ち上げ移動中に、地面の

5cmの段差につまずいてバランスを崩し、かばい手の右手首を
69 3 224

10～

29



ベルトコンベアに当て、打撲骨折した。

27 2017 9
13～

14

パソコン室横の緩やかな傾斜地の草抜きをしていた際、誤って

1mほど下にある溝に落ち、右手首をひねり、左足を強打し

た。

69 1 418 1～9

28 2017 9
12～

13

幼稚園近くの中央公園で、運動会の道具を走って運ぶ際に、公

園の入り口のコンクリート上で左足が砂により滑ったため、右

足が段差にひっかかって転倒し、右足首を骨折した。

53 2 417
10～

29

29 2017 9
14～

15

教室でワックスがけをしていたところ、滑って転び右手を床に

ついた。 右手に強い痛みがあり、しびれが出た。
66 2 417

1000

～

9999

30 2017 9
10～

11

小学校特別支援学級教室のオープンスペースで、椅子に座っ

て、休み時間の児童の見守り業務をしている時、特別支援学級

在籍児童に座ろうとした椅子を後ろに引かれて、後ろに倒れ、

腰・肩・首・右肘を強打した。

57 2 921 1～9

31 2017 9
9～

10

7・8階において、勉強机（3個連結）と壁との間に捨てられた

ゴミ等の確認除去作業のため、この連結机（幅2.5メートル、

重さ45キログラム、高さ1.2メートルほど）を少し持ち上げな

がら手前に引き出した際、腰と股関節部分に痛みが走った。

67 19 419 ―

32 2017 9
12～

13

児童発達支援の保育中、利用者の5歳児男子と遊んでいる際

に、利用者がバランスを崩し、被災者の胸の上に乗る形にな

り、その時は痛みを感じなかったが、徐々に左の胸のあたりに

痛みを感じた。

41 90 911
10～

29

33 2017 9
16～

17

空き地の除草作業前に障害物を足で草を避けながら確認中、メ

ヒシバに足を取られ、バランスを崩し段差（80cm＋身長

180cm）の下へ転落した。 転落時に受身を取ろうとしたが、

頭から転落。 数分後立ち上がったが上半身に力が入らず背中

に痛みがあった為、作業を中断し、自身で車を運転し病院へ

63 1 719
30～

49



行った。

34 2017 9
17～

18

発掘調査現場において、遺跡確認のためスコップで掘り下げて

地表面を鋤簾（ジョレン）を使って削る（約1人当たり4㎡以

上）作業をしていた。 途中、違和感や痛みがあったが作業を

続け、自宅に帰宅した後に腰に痛みが増してきた。

41 19 921

100

～

299

35 2017 8
12～

13

当園内において、午睡へと園児の手をとり促していたとき、手

をつないでいた園児がまだ遊ぶと言って手を離すか離さないか

のときに、その園児が「先生抱っこ」と言って飛びついてき

た。 その際、園児の左足の脛辺りが右足の小指と薬指との間

に挟まった形になり、反動で斜め後ろ向きに倒れた。

45 19 921
10～

29

36 2017 8
10～

11

発掘調査現場において、チェーンソーによる竹の伐採作業中、

斜面の竹を伐採時に、倒れる竹からチェーンソーの刃を避ける

際に、誤って脚部に当て、脚部（膝付近の太股）を負傷した。

70 8 136 1～9

37 2017 8 8～9

研究所EAST棟１FのBS試験室2でにおいて、試験機近辺の床に

滴下した油（グリース）を拭いて立ち上がろうとしたときに足

が滑り、誤って試験機回転部をふさぐ安全カバーの下部隙間か

ら左手を差し込む状態となったため、左手第3指・4指をモー

タープーリーに巻き込まれて負傷した。

47 7 169

100

～

299

38 2017 8
17～

18

オープンキャンパスに参加した高校生13名と保護者1名の帰路

を引率するため、契約したバスに添乗していた際、エンジント

ラブルが生じ、高速道路の路肩に停車したところ、後方からト

ラックに追突され、ガードレールを突き破り、高さ7～8mの土

手に転落した。 その際に、額に切創、全身に打撲を負った。

59 17 221
30～

49

39 2017 8
18～

19

本館4階の柔道場で、柔道の乱取り稽古を高等学校柔道部の男

子部員と行っていたとき、左足首が固定されている状態で倒れ

てしまい負傷した。

22 19 921

100

～

299

15～

会計室廃棄物品倉庫内において、廃棄物品の搬入確認作業を

行っていたとき、屋外の倉庫であり、冷房設備がないため、気
100



40 2017 8
16 温の上昇とともに室温が上昇し、途中に水分補給もしなかった

ため、熱中症の症状となった。

43 11 715 ～

299

41 2017 8
16～

17

ジムにて会員とスパークリングをしていたとき、相手の右膝と

被災者の左膝が強く当たった。 その際、相手の体重が重いこ

ともあり、後十字靭帯を痛めた。

52 3 921 1～9

42 2017 8
22～

23

テニスのレッスン中に生徒とゲームをしていて、ジャンプして

着地したあと、右足ふくらはぎに痛みを感じた。
43 3 416

30～

49

43 2017 8
9～

10

校舎とラグビーグラウンドの間にある外通路で、被災者が、除

草を行う前の準備作業として、熊手を使用して蜂の巣の有無を

確認していた際、誤って開口部より約5m下の地下駐車場に転

落したと思われる。 本業務は安全面を考慮して二名一組で作

業を行うが、今回、被災者はペアを組んでいた者が道具（熊

手）を取りに行っている間に、一人で同作業を行ったと思われ

るが、現認者はいない。

62 1 418

500

～

999

44 2017 8 8～9
通勤のため小学校敷地に入り、駐輪場に向かって自転車で走行

していたところ、スリップして転倒した。
66 2 239

10～

29

45 2017 8
10～

11

幼稚園の園庭の梨の木の剪定作業をしている時、脚立約150㎝

に登って作業をしていた。 作業を終え、脚立から降りる時、

脚立足場高さ約120㎝からバランスを崩し落ちた。 腰から落ち

た後、弾みで後頭部を打ちつけ出血する。

67 1 371
30～

49

46 2017 7 11~12

労働安全衛生法に基づく健康診断を受診するため、就業場所で

ある図書館からセンターに車で移動し、駐車場で降車しようと

したところ、左足足首をひねった状態で転倒し、左足足首が剥

離骨折したもの。

57 2 419
10～

29

47 2017 7 8~9

出社途上日常利用している駐車場で、出社時に車内から業務に

必要なPC機材等を左手に抱えてオフィスに向かおうと移動し

た際、隣の駐車スペース車止めに足を引っ掛け、転倒の際、咄 56 2 417

100

～



嗟に身体を支えようとした右手首が地面接触し、その衝撃で骨

折する怪我が発生した。

299

48 2017 7 17~18

工場内作で、天井クレーン操作で右手親指を頻繁に使用。

徐々に痛みが増し、日常生活にも支障が出始める。 仕事中

に、ゲージが持てなくなり休業する。 拇指CM関節症と診断さ

れる。

41 19 921 1～9

49 2017 7 16~17

厨房内で大皿を食洗機に持って行く途中調理台横のパイプ椅子

が倒れていてつまずいた。 右膝をつき右手をつき後ろにひっ

くり返った。

63 2 391
30～

49

50 2017 7 9~10

当日強い雨で自宅から電車で駅迄電車で行き、いつもならそこ

から学校近くまで行くのだが、試験準備日でもあり荷物も多

く、バスが遅れていたためタクシーを拾い学校まで行った。

構内で下車したとき、雨で濡れていた階段で滑り転倒、腰を強

打し、動けなかった。

65 2 413

500

～

999

51 2017 7 19~20

会社の車庫でトラックの荷台の製品の巻取をテコ棒を使用して

練習していた時、製品と製品の間に足が挟まって左膝を負傷し

た。

60 1 413
50～

99

52 2017 7 16~17

終業後帰宅の際、2Fから1Fへ階段を下っていた際右足がパン

ツに引っかかり転倒した。 （当時の服装はマキシ丈ガウチョ

パンツ姿であり右側パンツの裾に引っかかった）

40 1 413

300

～

499

53 2017 6
10～

11

展示場から馬を寝小屋へ収容するために移動した際、1頭の馬

が寄って来て、エサねだりをしてきた。 「エサはないよ！」

と声をかけ、馬から離れる間際にいきなり後足で蹴られ、馬の

左後足が右腕に当たり骨折した。

51 90 719
50～

99

54 2017 6
10～

11

小学校運動場東側植樹の枝打ち中、側溝に降りようとして、側

溝壁面から出ている土管部分に足を掛けたところ、足を滑らせ

て転倒した。 転倒時に、側溝の縁に腰をぶつけて負傷した。

68 2 419
50～

99



55 2017 6
13～

14

給食後、4階の教室から1階の配膳室へ牛乳瓶を返却するため

に階段を下りていた際、児童が左側を歩いていたので、右側を

歩くように促したところ、3階～2階の2段目辺りで、児童が前

を横ぎることになり、足が接触し、そのまま足を踏み外した。

44 90 921
50～

99

56 2017 6
13～

14

園舎内トイレにて、トイレに入っている子供の様子を見にいく

途中、遊んでいた子供に気付かず足が引っ掛かり、転んだ拍子

に両膝から床にぶつけてしまった。 直後、痛みが続いた。

35 2 911 1～9

57 2017 6
12～

13

1階ランチルームで見守り介助を行っていた当該被災労働者

に、4年生児童が後ろからおぶさった。 4年生児童の重みで後

ろに倒れた被災労働者の腰に、いっしょに倒れた4年生児童の

膝が入り、腰を強打した。 また、おぶさった児童の重みで体

が反り、背中も痛めた。

33 19 921
30～

49

58 2017 6
10～

11

校舎との境界にあるフェンス付近で脚立を伸ばし、その上で笹

の葉や樹木の剪定をしていたところ、枝を切り落とそうと前方

に身を乗り出した時にバランスを崩し、高さ1.8mの所から転

落し、頸椎を骨折したものである。

66 1 371 1～9

59 2017 5 0～1

本社2階分析室のレイアウトを変更し、新しい分析台・流し台

を導入したあと、その部屋で片付けを含む作業を行っていたと

きに、のど等に痛みを感じた。 その部屋で作業を行うと同じ

症状が発生したため、その部屋に出入りする他の社員にも確認

したところ、同様の状態の社員がいた。 環境改善の施策をい

くつか行ったが、症状は改善されず、化学物質過敏症との診断

を受けた。

45 12 519
50～

99

60 2017 5
14～

15

信号機のある交差点で信号待ちをしていたところ、後方よりブ

レーキ音がした後に追突された。
52 17 231

30～

49

61 2017 5
23～

24

研修の帰り道で、わいせつ被害に遭い、その後PTSDに罹患し

た。
19 99 999

50～

99

実験棟において、30㎝上昇させた4柱リフト上にて作業を行っ



62 2017 5
17～

18

た後、工具箱に手をつき体を支えながら4柱リフトから降りよ

うとした際、フリーホイールビーム（車両脱落防止用のバー）

に右足を引っ掛けて転倒した。 その際に左手をつき、親指付

け根の骨を骨折した。

58 1 229

1000

～

9999

63 2017 5
15～

16

本学付属中学校の生徒との試合中に転倒しそうになった際、身

体を右足で支えようと踏ん張ってしまい、右膝に全体重の負担

がかかり負傷した。

23 19 921

500

～

999

64 2017 5
14～

15

本社から客先へ車で向かっている途中、トンネル内のジャンク

ションで、間違って客先の方面ではない方に入ろうとしたた

め、慌ててハンドルを切り、本線に戻ろうとしたので、車体の

バランスを崩し横転した。（単独事故）

62 17 231
10～

29

65 2017 5
9～

10

左手に書類を持ち、階段を2階から1階へ降りる際に左足が

引っ掛かり躓き、階段を踏み外して、階段の踊り場まで転落し

た。

43 1 413

300

～

499

66 2017 5
10～

11

1階外来廊下にて、検査誘導から外来へ戻る途中、椅子に座っ

て自動血圧計で血圧を測定していた患者が急に真後ろに倒れて

きたため体を支えたところ、患者が腹部にぶつかり受傷した。

患者は内視鏡検査のため麻酔をかけていて麻酔が完全に冷めて

おらず、ふらふらした状態であった。

36 6 719

500

～

999

67 2017 4
11～

12

学外の共同研究先に歩いて向かう途中、正門前横断歩道を渡る

時に、軽自動車が向かい側から左折して一時停止し、それを見

て歩行し続けると、軽自動車が横断歩道に進行し、本人と車前

方バンパー部分が衝突し、本人はボンネット上に倒れて2～3m

移動後、前方地面に倒れた。

60 17 231

100

～

299

68 2017 4
16～

高速教習中、時速60kmで第一車線を進行していたところ、後

方から大型貨物が高速で接近して、そのまま減速することなく

（ノーブレーキ）追突された。 教習車はトラックに接触した

まま前方に押し出され、中央分離帯のガードロープに衝突した 35 17 221
30～



17
のち、左前方に投げ出されて停車した。 教習車はこの衝撃で

エアバッグが作動し運転者（教習生）及び助手席（指導員）、

後部同乗者（教習生）がそれぞれ負傷した。

49

69 2017 4
17～

18

建物から外に出ようと段差を降りた際、スノコが敷いてあり降

りた場所がスノコの角だったためスノコが動き、バランスを崩

して左足を捻った。 その直後、転倒を避けようと、右足を着

いたが右足も捻り転倒した。

59 2 379
50～

99

70 2017 4
10～

11

小学校内の給食調理場内で献立のベーコンポテトに使うじゃが

いもを切っているときに包丁がすべり、じゃがいもを押さえて

いた左手の薬指の先を削ぎ落としてしまった。

39 8 364 1～9

71 2017 4
9～

10

階段において、園児が階段の柵に足をかけていたので、注意す

る為、急いで階段を上った時、右足首を捻って転び階段に右手

を着いてしまい、右足首と右手小指を負傷する。

30 2 413
30～

49

72 2017 4
12～

13

幼稚園保育室内で給食配膳中に床が濡れており、足を滑らせて

転倒し、左足首を外側に捻った。
20 2 417

50～

99

73 2017 4
10～

11

園庭で外遊び中、園児と共に走っていたところ、園庭のくぼみ

に足を取られ、右足小指を負傷した。
24 2 419

10～

29

74 2017 4
19～

20
生徒に指導中、左にボディが入ってしまい痛みが生じた。 37 90 921 1～9

75 2017 4
11～

12

林業試験場敷地内の地下運苗室において、ハロゲンランプを吊

り下げるための支柱（垂木）を天井の梁と梁の間に設置しよう

と足場に乗りながら作業をしていたところ、誤って足場から転

倒し、頭を打った。

63 1 371
50～

99

76 2017 3 17~18

大学4号館3階から荷物を持って階段を下りようとしたとき、

靴が階段のすべり止めに引っ掛かり、足を踏み外し、4～5段

下に滑り落ち、左足首を骨折した。

42 1 413

100

～

299

病院地下1階で、ドライエリアから廃棄処分の物品を運搬中、 1000



77 2017 3 8~9 廊下が濡れていることに気づかす思い切り転倒し、右膝部を強

打し、右膝蓋骨を骨折した。

64 2 417 ～

9999

78 2017 3 15~16

スキー場第5ゲレンデで、スノーリモに男性客を乗せ、滑降し

はじめた時左側のスキーが外れ、その重みで右側のスキーが折

れたので、前方へ回転して転び、左足膝の内側と右足すねを負

傷した。

20 2 379 1～9

79 2017 3 10~11

保育中（校庭遊び時）、子どもの蹴ったボールを取りに行った

時に犬走りと側溝の境に足をとられ、右足をひねってしまっ

た。

54 19 419 ―

80 2017 3 7~8
自宅から工場へ出張するため、交差点を青信号で直進したとこ

ろ、対向車が右折してきて衝突した。
22 17 231

1000

～

9999

81 2017 3 15~16

保育園の1階ホールで食器を片付けようとしたとき、膝を捻っ

てケガをした。 食器を持って振り返るときに捻り、そのまま

倒れて立てなくなってしまった。

22 19 921
10～

29

82 2017 2 10~11

調理室において、数名で野菜の切り込み作業を行っていた。

本人がまな板の上でキャベツの短冊切を行っていた際、葉が滑

り、右手に持っていた包丁の刃が当たり、左手の人指し指第一

関節辺りの内側を1㎝程切ったものである。

56 8 364
10～

29

83 2017 2 22~23

業務中、講師が生徒のレッスン（8人）終了後、男性ダンサー

と発表会の練習中に、ジャンプの着地に失敗して、靭帯を損傷

した。 当日はタクシーにて、帰宅して翌日に整形外科を受診

し、全治2週間（10日間安静）と診断された。

21 19 417 ―

84 2017 2 15~16

柵の補修作業中、ボルト切断をしている時、サンダーが柵と跳

ね返り刃が当たり左あごから首にかけて切傷を負ったものであ

る。

41 8 159 1～9

施設内の樹木の枝を剪定するために、建物に立て掛けた脚立に



85 2017 2 10~11

のり作業をしていた時に、踏もうとしたステップに足を正常に

のせることができなかった。 脚立は持ってもらっていたが、

重心が傾き、脚立保持が維持できず転倒した際の衝撃で下肢を

負傷した。

67 1 371
30～

49

86 2017 2 16~17

敷地内で雨樋の点検をしている時に、のぼった脚立の4本ある

足のうち2本の置き場所が狭く、バランスを崩した際、脚立が

傾き、落下し、下にあった溝の底に右足かかとを強打し、負傷

した。

67 1 371
30～

49

87 2017 2 22~23

就業時間後に帰宅する際、研究所敷地内の自転車置場から自転

車に乗り、正門方面に向けて坂道を下る途中、何かの障害物に

躓く感じがしてブレーキを掛けたところ、前輪ブレーキが過剰

にきいてしまい、前方につんのめるようにバランスを崩して転

倒し、下顎部を強打し受傷した。

36 2 362

1000

～

9999

88 2017 2 18~19

野球グランドでサッカースクール中に、練習メニューの1つで

ある試合を行っていたところ、子どもが蹴ったサッカーボール

が私の足元に転がってきて、それを取りに来た全力で走ってき

ている子どもをよけようとしたところ右足首を強くひねる。

病院に行ったところ骨折と診断を受ける。

25 19 416 1～9

89 2017 2 10~11
研究室内で研究中、イスから立ち上がり移動しようとしたとこ

ろ、後方にあった別のイスの脚部に右足先を取られ転倒した。
49 2 417 ―

90 2017 2 13~14

スイミング社員大会での余興ゲームの雑談を社員同士でしてい

た。 事務室で縄跳びのゲームを試した時、普通に飛んでいた

が、3回位飛んだ時、左足のアキレス腱が切れた。

37 19 921
10～

29

91 2017 2 6~7

事業所前のバス待機所で、児童の送迎出発前に前日に降り積

もった雪の除雪作業を行っている際に足が滑り転倒し左手首を

骨折した。

68 2 719
10～

29

早朝から屋外の清掃をしていた際、築山付近の清掃に取り掛

かったところ、築山の頂上から下へ下っていく時に桜の木の 300



92 2017 1 8～9 根っこに靴が乗り、滑って左臀部から転倒した。 その際、右

手に箒、左手に塵取りを持っていた状態であったため、咄嗟に

左手のひらをついて負傷した。

60 2 417 ～

499

93 2017 1
12～

13

園内の2階から1階へ下りる階段で給食の片付けの為、お盆に

食器などをのせ降りていたところ、足を滑らせ転倒し右足首を

捻挫した。

42 1 413
10～

29

94 2017 1
10～

11

相談室の出入口上部の窓付近にて、児童が乗せたであろう紙片

をオルガン用の椅子に乗り取ろうとしたが、なかったため椅子

から後ろ向きに降りようとして、左足を床に着こうとしたがバ

ランスを崩して落ち、床に尻もちをついた際に第1腰椎を圧迫

骨折した。

56 1 379 ―

95 2017 1
14～

15

ホリデーコースでスキーのレッスン中に、スピードコントロー

ルが出来なくなった生徒が、ファミリーコース方面に暴走して

しまい、安全確保のため、その生徒を追いかけている際、未整

備で雪のかたまりの多い場所で転倒した。 その際、身体の右

側を下にするかたちで激しく転倒したため、右第4～第7肋骨

を骨折した。

62 2 719
10～

29

96 2017 1
19～

20

業務出張にてガイダンスに参加した後、宿泊先ホテルへ向かう

途中、交差点にて凍結した路上で転倒し、右手首骨折と診断さ

れ、骨折した右手首が通常位置からずれているため手術するこ

とになった。

59 2 719 1～9

97 2017 1
14～

15

就業先の5Fカフェテリア内で、翌日の入試準備の為に机を移

動させようとした際、片側にキャスターの付いた机の、キャス

ターの無い手前側を持ち上げて、押して移動しようとした所、

机の重みでキャスターが回転して机が前に倒れ、左足甲へ落下

し負傷した。

24 5 379
50～

99

13～

同校の校長より、バスケットボールを通して、児童の休み時間

を利用して、児童とのコミュニケーションを深めるよう指示が
100



98 2017 1
14 あり、同校体育館でバスケットボールをして、ダンクシュート

を行った際、着地でバランスを崩してしまい、受傷した。

38 19 911 ～

299

99 2017 1
10～

11

東駐車場出入口で、ツルハシで氷割作業中、足を滑らせバラン

スを失い転んだ。 その際に左手を氷の突起部に突き、左手首

付近に痛みと腫れが生じた。

66 2 719 1～9

100 2016 12
16～

17

図書館3階事務室前廊下の書棚前において、相互貸借本が入っ

た袋3袋をかかえ、整理作業中、身体の向きを変えた瞬間、左

足親指甲付近に「プチン」という音と、少しの痛みと違和感が

あった。翌日夜、左足甲、足首に腫れが生じ、歩行困難となっ

た。

64 19 921
30～

49

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html(職場のあんぜんサイト)

参考：労働災害の分類の概要

各小業種における死傷災害100事例（-2017年）に戻る。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202307_17.html
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